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はじめに

子どもたちと一緒に，社会科らしい授業づくりを楽しんでみませんか。

次の四つのアイデアをヒントにして。これが，本書を手に取ってくださった先生

方への願いであり，私からの巻頭のメッセージです。

●アイデアその1　地図・地球儀の巻

子どもたちが“地図や地球儀に親しみ，自在に使いこなす”。これぞ社会科とい

う感じがしませんか。そのはじめの一歩は『日々のちょっとした工夫』です。

●アイデアその2　教材の巻

社会科は“教材が命”。子どもがワクワクする社会科の授業を支えているのは，教材に対する教師の熱い想い

と子どもをひきつけ引き込む教師のとっておきの仕掛けです。その『教材の引き出し』を少しずつ増やしていき

たいものです。

●アイデアその3　ICTの巻

社会科では，よりよい社会の形成に参画する資質・能力の基礎を育てることが求められています。その喫緊の

課題が ICT を活用して未知の問題を創造的に解決していく力を育てることです。タブレット端末，SNS，QR

コードなどを活用した授業づくりは『社会科新時代の扉を開く未知への挑戦』，若い先生方にこそ切り拓いてほ

しい社会科の新たな実践の姿です。

●アイデアその4　学習展開の巻

我の「？」から我々の「？」⇒みんなの「？」へと問いがつながり，深まり，みんなが自分ごととしてそれら

の問いを追究・解決していく。そんな『自分発⇒みんな経由⇒自分行き』の問題解決的な学習こそが，今求めら

れている社会科の主体的，対話的で深い学びの目指す姿，社会科は苦手と思い込んでいる先生方にこそチャレン

ジしてほしい社会科の学習展開です。この『子どもが主役の問題解決』へと授業を改善していく糸口となるのが

生活経験や既習を最大限に生かした単元や本時への導入，未知の事実から問いを導き出す教材との出会い，思考

の可視化など学習展開の様々な工夫です。

得意なことや苦手なことは人それぞれです。本書に貴重な実践やアイデアをお寄せいただいた先生方もはじめ

から社会科が得意だったわけではありません。「社会科は難しい」と困っていたからこそ“失敗を恐れず新たな

授業づくりにチャレンジし，「七転び八起き」で社会科の腕を磨いてきた”のです。

あなたも本書をヒントに，社会科らしい授業づくりに挑戦してみませんか。

國學院大學教授　安野　功
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その1	 地図・地球儀の巻について（P4~P9）
青梅市立今井小学校　校長　神尾　健彦

社会科を専門教科としてきた者として，「社会科を

専門としていない先生方にも，教科書を読んで理解さ

せて教師が説明してまとめさせるだけの授業ではなく，

児童が問いをもち解決するために調べて考え主体的に

学ぶ授業をしてほしい」という願いがあります。そし

て児童の主体的な学びのためには，児童が疑問に思っ

たことに対して自分で調べることができるように情報

活用能力を身に付けさせることが不可欠です。

地図や地球儀は，児童にとって社会生活の様子や

地域の特色，自然環境との関わりを表している最も身

近な資料であり，様々な情報が豊富に盛り込まれてい

る宝庫です。学習の中で地図を用いることは，社会科

学習の求める学び方や調べ方の幅を広げ，情報活用能

力を育むことができるものです。また，地図の活用は

児童の今後の生活に有効に生かせる知識と技能であり，

生活に深く関わってきます。

小学3年生から配布されることとなった地図帳は

義務教育の中で最も長く使用される教科用図書です。

しかしながら , 授業の中で十分に活用されていない状

況があります。6年生の地図帳の中がきれいなままで

あったり，1年間ほとんど開かれない状況が見受けら

れたりします。そこで社会科を専門としていない先生

にも存分に地図帳をはじめとした「地図・地球儀」を

活用してほしいと考えました。3年生で地図とどのよ

うに出合わせるのか，授業の中でどのような場面でど

のように活用できるのか，日常的に地図に親しめるよ

うな工夫など，様々なアイデアを多くの先生にお知ら

せし，児童の主体的な学習，情報活用能力向上の一助

となっていただけることを願っています。

その2	 教材の巻について（P10 ～ 17）
江戸川区立南小岩小学校　校長　森　進一

社会科が先生方にとって教えにくい教科ナンバー

ワンであるのはなぜか。先生方自身が，社会科という

と人物や業績などを暗記することが多いというイメー

ジをもっているからではないでしょうか。

そこで，人物や社会的事象を教材化するときに，

先生方がドキドキ感をもつとともに，先生自身もやっ

てみたい，と思える簡単で誰にでも行えることをコン

セプトに研究してきました。その中で見方・考え方を

育てることや，みんなの問いにしていくということを

大切に教材開発を行いました。

「ズームイン！ズームアウト！さぁ何が見えてくる

かな」では，教材へどのように子どもたちを引き付け，

引き込むのかが提案されています。写真の見方といっ

た情報活用能力を高め，一人ひとりの問いを大切にし

ながら学習問題を立てる実践です。

「キャラクター，作る！読み取る！追加する！そし

て生かす！」では，日本各地にあるご当地キャラクタ

ーの活用法を提案しています。キャラクターを単元の

導入やまとめで効果的に活用することや，学年間で系

統立てて指導する実践です。

「牛乳1本から町の商店が見えてくる～商店の学習

の進め方～」では，牛乳の陳列方法を活用することで，

消費者や販売者，生産者など，人びとの関わり方が見

える教材を提案しています。賞味期限や消費期限など，

SDGsにもつなげられる実践です。

「「学びの足あと」で学習をふり返ろう！～国際交

流がさかんな東京都八王子市の学習を通して～」では，

4年生の単元でも指導が難しいとされている国際交流

単元について，授業デザインを提案しています。ふり

返りを大切にする単元構成をすることで，自己調整力

を高められることを提案している実践です。
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その３	 ICTの巻について（P18 ～ 25）
江東区立八名川小学校　校長　澤田　純二

これからの社会科は，変化の激しい社会の中で持

続可能な社会を創造していく人材の育成が求められま

す。そこで，授業で求められるのが受け継がれていく

社会事象と最新の社会事象の情報です。そのため，教

材と学習活動を一つに考えた情報活用を中心に取り組

みました。

「「QRコード」を活用した学習方法～自ら選択する

活動を設定し，主体的に取り組める ICT活用～」では，

見せたい資料，アンケート，テーマや児童の考え等の

QRコードを作成します。これまでのように資料を小

出しで授業時間ごとや学習活動ごとに出していくと主

体的，対話的な深い学びができにくかったと思います。

QRコードを活用することで，個別最適な学びにも対

応できます。

「「SNS」を活用した情報収集と資料作成」では，

最新の情報が入手しやすい「SNS」の活用を考えま

した。「今の社会がどう動いているか」についても触

れながら学習が進められます。公的機関については，

フォローしていれば情報が発信されてくるので，検索

しなくても情報を得やすいという利点があります。

「一人1台端末を活用した学習活動～3年「店で

働く人びとの仕事」を例として～」では，これまでは

地図とボードを持っていって調べたり，教師が地図を

拡大し，そこに写真を印刷したものを貼り付けたりし

ていましたが，タブレットなどの端末を活用すること

で，それを自動的にそして簡便にできます。

「白黒写真をカラー化した写真資料の活用～昔と今

の「つながり」を感じる社会科学習～」では，昔の白

黒写真をAI によりカラー化して児童に示すことによ

り，社会事象が実感を伴って捉えやすくなります。児

童にとっては具体的で感動を伴うものとなります。

その４	 学習展開の巻について（P26 ～ P32）
東大和市立第九小学校　校長　小須田哲史

「社会科の授業が苦手」「授業の進め方がよくわか

らない」という先生方の声をときどき聞きます。社会

科というと暗記というイメージをもっている先生が少

なくありません。教師が「教える」という授業観に縛

られると，「教え込み」の授業になり，子どもは「覚

える」ことに意識が向きがちです。教材研究を事前に

行った上で，押さえるべき学習内容を教師が理解し，

その学習で身に付けさせたい力（知識及び技能，思考

力・判断力・表現力，学びに向かう力）を明確にして，

教師が子どもと一緒に考えようとする姿勢で授業に臨

むとよいでしょう。

では，社会科の授業でどのような学習展開が求め

られるのでしょうか。大切にしたいのは，子どもが問

題を捉え自分ごととして「考える」ことです。自身の

社会科の授業が問題解決的な学習展開になっているか，

改めて見直してみてください。

各内容には，問題解決的な学習の展開につながる

ヒントが散りばめられています。

「教科書を活用した教材研究」では，教科書に記載

されている写真や図，本文に示されている「事実」か

ら「問い」をどのようにもたせるか，「低地に住む岐

阜県海津市の人びとのくらし」を事例に，教材研究の

仕方を紹介しています。

「既習を生かした学び」では，食料生産（稲作と水

産業），歴史学習（国づくり）を事例に，共通の視点

で多角的に考えることを促す，既習の学びを生かした

追究のさせ方を紹介しています。

「思考を見える化した学習展開」では，問題解決的

な学習において，子どもの思考が活発化するよう，そ

れを視覚化する支援について紹介しています。子ども

の思考を支援する工夫として，「ポジショニング・マ

ップ」「先行オーガナイザ」を取り上げています。
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中野区立令和小学校　山本　拓郎

3年生から始まる社会科の学習。学習内容を学んで

いく手がかりになるのは，「調査活動」「地図帳等の資

料の活用」の大きく二つです。3年生は身近な地域に

ついて学ぶため，「調査活動」は実際に見に行ったり，

人の話を聞いたりするので指導するイメージがわきや

すい活動です。一方，「地図帳等の資料の活用」は，

指導のイメージがもちにくいという話をよく聞きます。

ここでは，初めて地図を手にする児童も楽しく地図を

学べる方法についてご紹介します。

1　「何に見える？」から始まる市区町村の学習
3年生になったらまず指導したいのは「自分たちの

住んでいる市区町村」という概念です。生活科では，

「自分たちの住んでいるまちに愛着をもつこと」を学

習しました。しかし，児童の生活圏である「まち」の

概念と行政上の区分である「自分たちの住んでいる市

区町村」の概念は必ずしも合致しません。そこで，3

年生の社会科開きで「自分たちの住んでいる市区町

村」の地図を俯瞰する活動を行いました。地図を見て，

自分の通っている小学校の位置や買い物，遊びに行っ

たところを見つけ，生活経験と地図の情報を結び付け

て考えました。

しかし，市区町村の学習を行う際には，こうした活

動に加え，市区町村の形を覚えておく必要があります。

形がわかると，区内の大体の場所がどのあたりにある

のかイメージをもつことができます。そこで，自分の

住んでいる市区町村が何に見えるのかを考える活動を

取り入れます。千葉県PRマスコットキャラクター　

チーバくんのように，自分たちの住んでいる区が何の

形が何にみえるかを考えました。児童らは，様々なア

イデアを思いつき，イラストにまとめました。市区町

村の学習を進めていくうちに「今調べているのは，リ

ーゼントの頭のほうだね！」と言うと，児童の頭の中

に自然と市区町村の地図が思い浮かぶことができるよ

うになりました。

2　グーグルマップを使って，地図の読み取り名人に！
少しずつ地域のことがわかってきたとはいえ，まだ

まだ市区町村に対する認識が十分ではない3年生。

そこで，教室にあるディスプレイで「グーグルマッ

千葉県許諾第A2720-1 号

東京都

茨城県

神奈川県

埼玉県

自分たちの住んでいる自治体でやってみると……

中野区の白地図

地図は，社会科を
学ぶ上での大事な

相棒

～3年生から始
める！地図に親し

む活動～

5
その1

地図・地球儀の巻

地
図
・
地
球
儀
の
巻

その1

教
材
の
巻

その2

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
巻

その3

学
習
展
開
の
巻

その4

プ」を活用すると，子どもたちの地域に対するイメー

ジがより具体的になってきます。ここでは，ちょっと

した使い方をいくつかご紹介します。

例えば，「生産単元」において区内の農家について

学習をしました。副読本上では，区内の農家の位置が

地図上に示されていました。しかし，私たちの学校か

らは遠くてなかなかイメージがわきません。そこで，

「グーグルマップ」を活用して，区内の農家の位置を

航空写真や「ストリートビュー」を活用することで実

際の様子をつかむことができます。

こうした紙面上の地図と実際の場所を照らし合わせ

る活動をくり返し行っていくことで，地図の見方がわ

かるようになります。そして，学習が進むにつれて地

図から読み取る力が高まり，より多くの情報を得るこ

とができます。

また，白地図に調べたことをまとめるような調査活

動をする時にも「グーグルストリートビュー」を効果

的に活用することもできます。

「安全なくらしを守る」では，地域にある安全を守

るためにどんな設備があるか調べる活動があります。

当時は，コロナ禍で見学が難しかったため，「グーグ

ルストリートビュー」を活用してバーチャル地域散歩

を実施しました。全員でディスプレイを見ながら，ミ

ラーや標識を確認していきました。白地図に落とし込

んでいく中で，交差点を中心に 40 か所近く，私たち

の安全を守る設備があることがわかりました。

もちろん外へ実際に出かけ，見学することのよさは

あります。今回は，ディスプレイを見てみんなで確認

するという活動を通して，教師側が意図したことを焦

点化しやすいという利点がありました。地域の見方や

調査方法を指導するのに効果的でした。

見学等の調査活動と組み合わせて「グーグルストリ

ートビュー」を使って地域の様子を確かめるような活

動は，場所や時間の制約を超えることができます。場

面に合わせて上手に使い分けることで，白地図に調べ

たことをまとめる際，空間的に自分の住んでいる市区

町村をとらえやすくさせることができます。

3　終わりに

地図は社会科を学ぶ上での大事な相棒です。小学校

4年間の学習の中で児童らは，様々な種類の地図に出

合います。だからこそ，社会科をスタートする3年

生から地図に親しむ活動を取り入れていくことが大切

です。

3年生で実際に調査したことや資料から読み取った

内容を，地図上と結び付ける活動に取り込んでいくこ

とで，地図から情報を読み取る力を養うことができま

す。たとえ4年生以降に学ぶ自分の住んでいる地域

から遠く離れた場所についての学習であっても，3年

生で地図と親しんでいれば，必要な情報を読み取った

り，社会的事象を空間的に捉えたりすることができる

ようになります。是非，皆さんも地図を生かした学習

を3年生から積極的に取り入れてみてください。



6

練馬区立石神井東小学校　仲　純平

1　３年生

○わたしたちのすんでいるところ
単元の学習に入る前や導入で，学校から児童の自宅

（児童の自宅から学校）までの地図を描く活動を取り

入れてみましょう。初めは，ほとんどの児童が道のり

を話すことはできても地図にはなりません。単元を通

して，地図帳や市区町村の地図，学区域の白地図など

を活用して学習することで，地図が描けるようになり

ます。方位，土地の高低（坂道），土地利用（公共施

設や店，目印となる建物）など，地図に必要な情報が

わかるようになるからです。教師だけでなく，児童自

身が成長を実感することができます。

○市のようすとくらしのうつりかわり
様々な時代や時期の各種地図（交通，土地利用など）

が資料として必要で準備が大変，児童に変化を読み取

らせることが難しいと感じる単元ではないでしょうか。

そこで，地図をレイヤー化してはどうでしょうか。各

種地図をラミネートシートに印刷したりプラ板に書き

写したりします（同じ大きさになるように調整しま

す）。一枚一枚を資料として調べることができますが，

地図どうしを重ねて調べることで効果を高めることが

できます。特に，交通の様子や土地利用の様子の変化

がわかりやすくなります。

○航空写真を活用して空間認識を高める
３年生の市区町村の様子の学習では，副読本の地図

や地方自治体が作成した地図等を使用して授業を行っ

ている場合が多いのではないでしょうか。その際，社

会科を学習し始めたばかりの児童が，土地の様子やま

ちの様子を地図からだけではなかなかイメージするこ

とができないという課題があります。

そこで，航空写真を用いることで土地の様子や主な

道路，鉄道，公共施設などを捉えやすくすることがで

きます。ICT を活用し（タブレットPCの地図など），

プロジェクターなどで拡大したり書き込んだりしなが

ら具体的なイメージをもち，そこから地図に発展させ

ていくことで３年生の児童も市区町村の様子を捉えや

すくなります。拡大したものをポスター印刷して掲示

しておくと効果が高まります。一人1台端末を活用

して，教師が児童に見せたり児童が自分で調べたりス

クリーンショットを残したりコピー＆ペーストしたり

することで活用の幅がさらに広がります。

また，学区域の白地図を作成し，航空写真と合わせ

て活用することもできます。国土地理院サイトの「地

理院地図 https://maps.gsi.go.jp/ 」を使用すると，

学区域の白地図を簡単に作成することができます。

ちょっとの工夫で
地図・地図帳，大

活躍！
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2　４年生

○47都道府県
47都道府県を児童に身に付けさせようとすると，最

初は意欲的なのですが，途中で興味や関心が薄れてし

まうことがあります。そこで「都道府県クイズ」を取

り入れて，児童が楽しみながら主体的に学習し，位置

と名称を身に付けることができるようします。

まず，47都道府県に慣れるために形当てクイズをし

ます。地図帳を見ながら，教師が提示した形と同じ形

の都道府県を見つけていきます。これは，いつでもく

り返しできます。次に，都道府県紹介クイズです。自

分の知っている都道府県を友達に紹介する活動です。

都道府県名をほとんど知らない児童にとっても，行っ

たことがあったり祖父母など親戚が住んでいたりする

都道府県を紹介することは意欲的に行うことができま

す。教師が一つの県を例示して児童に取り入れてほし

い項目を示すことで，基礎的な内容をおさえることが

できます。児童は，地図帳を使って方位や位置を確認

したり統計資料で調べたりしてクイズをつくります。

児童が慣れてきたら，基礎的な内容だけでなく発展

させていくと，興味・関心をもち続けることができま

す。社会科の学習始めの短い時間や朝の会などで継続

的に行うことで，身に付けることができるようになり

ます。

3　５年生

○主題図
主題図とは，「特定の主題について詳しく表現した

地図」（小学館「日本大百科全書」）のことです。テレ

ビの天気予報図やハザードマップなどが身近なところ

で使われている主題図です。

５年生では，様々な主題図が教科書に資料として掲

載されています。それらを児童に提示する際にプレゼ

ンテーションソフトを活用します。アニメーションの

ような動きをつけることで，様子や変化などに，より

注目させることができます。例えば，日本の地形と気

候の雨温図や季節風，日本の食料生産の産地や水産業

の海流の様子などで活用できます。

4　６年生

歴史学習ではなかなか地図帳を使う機会がないので

はないでしょうか。しかし，地図帳には昔の地図など，

資料として使えるものが多く掲載されています。例え

ば，ペリー来航から開国，明治維新の学習で，地図を

比べることで問いを生み学習問題を見出すことができ

ます。

1843年の江戸の地図と，地図帳にある 1856年の江

戸の地図を比べてみると，江戸の地図にはない「台

場」があることに気付きます。海に砲台が置ける島を

つくるということは，外国から攻められる心配があっ

たのではないかという予想をもとに，ペリー来航に気

付きます。ペリーが一回目の来航から1年以内に海の

中に島をつくるほど，江戸幕府にとっては大変なこと

だったということに気付き，学習問題をつくることが

できます。

また，アプリケーション「大江戸今昔めぐり」では，

江戸の地図と現在の地図や航空写真を重ねて表示する

ことができます。藩邸があった場所や江戸城の周りの

現在の様子などを調べることができます。

児童の作品例A
①東京都から見て南西のところにあります。
②太平洋に面しています。
③日本一高い山があります。�

※解答・静岡県

児童の作品例B
①東北地方の青森県から中国地方の山口県まで行
くときに絶対に通る県です。

②日本海と瀬戸内海に面しています。
③国宝のお城があります。�

※解答・兵庫県
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練馬区立大泉小学校　岩谷　大希

１　地図の掲示方法の工夫１

日本地図や世界地図を掲示している教室は多くある

と思いますが，教室の後ろや壁の高いところなどすぐ

に活用しづらい場所に掲示されていることがあります。

そこで下の写真のように黒板の上部に丸めて固定し，

必要なときにいつでも広げて使えるようにする方法を

おすすめします。

使い方は，

①地図に裏打ちをする。

②地図の上部をテープや画びょうで黒板に固定する。

③地図を丸めて目玉クリップ等で端をおさえる。� �

（図１）

④使用する際にはクリップを外せばすぐに広げること

ができる。（図２）

地名が出てきた際は，必

ず確認するようにします。

社会科だけでなく，他教科

や日常の話の中でも地名が

出てきたときは確認するよ

うに意識することが大切です。

２　地図の掲示方法の工夫２

もう一つの掲示方法の工夫として，「書き込みがで

きる地図を児童の目の高さに貼る」ことが挙げられま

す。鉛筆や蛍光ペンで文字や印をかき，消すことがで

きる地図を児童の目の高さに掲示し，授業などで扱っ

た地名に印をつけていきます。児童らは常にそれを目

にすることになり，自然と地図に親しむことになりま

す。

教室の掲示板はスペースが限られていて地図を貼れ

ない場合は窓を活用してはいかがでしょうか。

窓も児童の目の高さにあり，教室の明るさにさえ気

をつければ地図を掲示するのによいスペースが確保で

きます。地図自体がシールになっているものや，薄く

てある程度光を通すタイプの地図もありますので，是

非活用してみてください。

３　学習意欲を高める地図帳の活用

次に，地図帳の活用です。まず，地図帳は社会科の

授業がある日だけ用意するのではなく，常に机の中に

しまっておくようにします。そして，児童が気になっ

たときにはいつでも開いて調べてよいことを指導しま

しょう。知らない言葉が出てきたら国語辞典で調べる

ように，地名が出てきたら地図帳で位置を調べること

が自然とできるようになるとよいですね。

学習の中で出てきた地名は，赤で丸をつけるなど目

印をつけるとともに，付箋に都道府県名・地名と事柄

を書き，そのページに貼るようにします。学習を重ね

ることで付箋がどんどん増えていくので，児童は調べ

ることに喜びを感じ，すすんで調べるようになります。

加えて，地図帳にインデックスをつけることで，必要

なページがすぐに開けるようになりますし，地図帳を

見れば学習のふり返りもできるという効果もあります。

地名と事柄を書き込むためには長めの付箋を用意する

ことをおすすめします。

社会科だけじゃな
い！

～地図や地図帳を
日常的に使う教室

環境や取り組み～

図１

図２
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４　物語の舞台を調べよう

国語科などの学習で教科書に載っている物語の舞台

や説明文に出てくる施設がどこにあるのかを調べる活

動も日常的に取り入れていきたい活動です。

具体的な地名がわかる場合はその都道府県を，「東

北地方」など曖昧な場合は「東北地方にはどんな県が

あるのだろう」などその地域の都道府県名とその位置

を調べていきます。

プラスワンとして，気候や地形などの自然の様子や

名所・特産品，方言などの文化についても調べられる

とその地域の理解，そして作品の理解にもつながって

いくと考えられます。

教室掲示用地図や地図帳がすぐに使いやすい場所に

あればこういった活用方法がどんどん広がっていくの

で，是非みなさんも様々な活用方法・場面を見つけて

職場の先生方と共有していってください。

５　「ここに行ったよ！」

様々な形でスピーチを学習に取り入れている先生も

多いと思います。そこで，長期休業明けにスピーチを

するのもよいと思います。

どこで何をしたのか発表させることで，聞いている

児童も様々な地名やその地域の名所，有名な食べ物な

どを知ることができ，興味・関心をもって地図に親し

むことができます。学年の発達段階に応じて，黒板に

掲示した地図を見ながらや，個人で地図帳やタブレッ

トを開きながら話を聞かせ，位置を確認するようにし

ましょう。

６　移動教室や遠足のルートを確認	 	
しよう

移動教室や遠足など，学校以外の場所へ出かけると

きは地図を活用する絶好の機会です。

目的地の場所はもちろん，どの道（路線）を通って

いくのか，途中で乗り継いだり休憩したりする場所は

どこなのかも確認しましょう。

確認する際には地図帳や白地図を赤鉛筆などでなぞ

らせましょう。目的地などは丸で囲んで印をつけたり，

シールを貼ったりするのもよいと思います。児童の実

態に応じて実物投影機やタブレットを活用し，指導者

が例示するとよいでしょう。

隣接する都道府県の位置関係や空間的なつながりを

より実感をもって捉えることができます。

７　算数科「長さ」や「広さ」の学習

「 cm」や「m」はものさしや巻き尺を使って身近

なものの長さを測ることで量感を養うことができます

が，「km」の長さを実際に測ることは難しいです。そ

こで地図サイトを活用しましょう。地図サイトにアク

セスし，「学校から○ km」の施設を探します。児童

の知っている施設やよく行く施設までの距離を示すこ

とで，「km」の長さの量感を養うことにつながります。

同様に，「広さ」の学習でも地図や地図サイトが活

躍します。あらかじめ校庭の広さを把握しておけば，

算数の問題や社会科の資料で登場する広さが校庭何個

分かで表せます。紙や画面上で並べて表示すれば，視

覚的にもわかりやすく広さの比較ができます。

インターネットの検索サイト上にあるフリーの地図

もよいですが，自治体によっては地域の地図をホーム

ページに公開しており，縮尺など一定なので比較する

際にはそちらがおすすめです。是非ご自分の自治体で

も調べてみてください。
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お茶の水女子大学附属小学校　山賀　愛

１　３年生社会科のはじまり

３年生の４月の児童らは，「初めての社会科って，

どんなことをするのだろう」とドキドキワクワクして

授業を楽しみにしています。単元のスタートは，自分

たちに身近な学校の周りのことを調べます。２年生ま

での生活科と関連付けて，すでに知っていそうな場所

の写真を数枚用意し，提示します。「あっ，知ってい

る」「去年行ったよね」など，児童らの既有知識と結

び付け，関心を高めることが大切です。その中に，普

段通っているけれど意識しないと目に入っていないと

ころもあります。そういった学校から近いけれど意外

と知らない場所も入れると，その後の地域学習への探

究意欲につながります。

屋上に上がり，いわゆる「鳥の目」（＝地域を俯瞰

する）で学校の周りを見て，「ありの目」（＝実際に

地域を歩く）で地域を知り，学校の周りはどんなとこ

ろか，道路や交通量などから交通の様子，坂の勾配な

ど土地の様子，神社など古いものが残る様子，商店な

ど土地の使われ方の様子などの観点で調べておくと，

「区のようす」を調べるときにも同じ観点で学習を進

めることができます。あまり時間数がかけられないの

で，２年生で町探検をまとめた地図などを引き継ぎ，

活用することも考えられますね。

２　｢区のようす｣ を調べよう

ここからは，「区のようす」を学習していきます。

児童らの行動範囲は，区の広さに比べたら案外狭い

ものです。そこで，始めに「ここはどこでしょう」と

児童らにとって身近ではなさそうな場所の写真を提示

します。

Ｔ：ここはどこでしょう。

Ｃ：ハワイじゃない？�

Ｃ：沖縄じゃない？ハワイだったらもっと海も見

えると思うよ。

Ｃ：灯台みたいなものがある。どこかな。

Ｃ：奥にコンテナを運ぶクレーンみたいなものが

写っている。

Ｔ：ここは，品川区の潮風公園です。

Ｃ：えー！！品川区！？

Ｃ：そこなら行ったことある。

と，１枚出すと児童らはどんどんつぶやき始めます。

提示する枚数が増えるうちに，自分の住んでいる区だ

とわかるしかけです。もう一枚，見てみましょう。

ズームイン！ズームアウト！ 

さぁ何が見えてくるかな
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Ｃ：新幹線がいっぱい。

Ｃ：ドクターイエローだ。

Ｃ：新幹線の基地だね。

この後，区内の神社や商店街，駅，大使館，区役所

の写真を提示したところ，「どこにあるか知りたいか

ら区の地図がほしい」という声が上がり，地図を配布

しました。児童らは，車両基地の場所や公園名，地名

を頼りに，場所を一致させていきました。

３　写真素材をどうやって集めるか

それではこれらの写真をどのように集めたのか紹介

します。

ポイント １　	写真を見せることでつかませたい
ことは何かを明確にする

この単元では，市の地形や土地利用，交通の広がり，

区役所など主な公共施設の場所と働き，古くから残る

建造物の分布などに着目して，身近な地域や区の様子

を捉え，場所による違いを捉えさせたいのです。

この観点が読み取れ，区の特徴を表しているものを

中心に何を撮影するか決めます。今回使用した写真

（下線）を当てはめると，以下のようになります。

市の地形＝地図の色の境目がわかる坂道

土地利用＝商店街・駅・観光名所

交通＝車両基地・幹線道路（児童らが知っていそうな

場所を一緒に写す）

公共施設＝区役所・公園（学校から少し離れた公園）

古くから残る建造物＝神社

区内でも場所による違いを捉えさせたいので，学校

の周りだけではなく，区内全域から特徴的な場所を選

ぶようにします。

ポイント ２　何を一緒に写すか

捉えさせたいものを中心に撮影しますが，１枚の写

真の中に，いくつかその場所だとわかるヒントになる

ものを入れて撮影します。そうすると，提示するとき

に全て入った写真を１枚提示することや，始めにヒン

トとなるものだけを見せ，だんだん全体がわかるよう

に提示するなど提示の仕方に変化をもたせることがで

きます。P10 の潮風公園の写真は，始めに椰子の木の

ような木だけを見せる，灯台だけ見せる，海だけ見せ

るなどが可能です。駅と商店街を一緒に写すと，この

後の学習に生きてきます。

ポイント ３　資料を活用する

これまで自分で撮影することを前提に書きましたが，

写真資料も活用できます。例えば，地域の図書館や歴

史資料館，区のホームページです。区のホームページ

は，航空写真や区民から集めた写真を掲載している場

合もあります。まずは，区のホームページをのぞいて

みるのもおすすめです。また，３年生の「区のうつり

かわり」の学習は，「区のようす」を学習したことを

生かして進めることができます。その際，特徴的な時

代の地域の古い写真を集めるのは大変です。おすすめ

は，学校にある周年冊子

（記念誌）を活用すること

です。周年冊子は，学校が

できたころから現在までの

ことが説明の文章と一緒に

載っています。また，学校

の歴史なので，児童らも自

分たちが通っている場所の

昔ということから親近感が湧き関心が高まります。ま

た，「国土地理院」でも古い地図だけではなく，航空

写真があります。

何をつかませたいのかを明確にすること，児童らの

実態に合わせた場所選びが重要です。関心を高め，主

体的に学びに向かいあえる教材にしたいですね。
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清瀬市立清瀬第三小学校　北形　好子

昨今，巷にはいろいろなキャラクターがあふれてい

ます。例えば，ご当地キャラクター，キャンペーンの

キャラクター，アニメ・漫画のキャラクターなど，数

えきれません。街にあふれているキャラクターを社会

科の授業で使い，児童らにより楽しくより身近に社会

科を感じてもらうことができないかと考えたのが，こ

のアイデアです。

キャラクターを使った学習学年フローチャート

3年　キャラクターを作る。

4年　キャラクターの特徴を読み取る。

5年　キャラクターを追加する。

6年　キャラクターを生かす方法を考える。

1　3年生　わたしたちのまち

調べたことをもとに，私たちが住んでいる町のキャ

ラクターを作ることをめあてとします。単元のまとめ

の段階で私たちのまちのキャラクターを作ろうという

時間をとることを想定しています。

【実践例】

めあて　わたしたちのまちのとくちょうがわかる

キャラクターを作ろう。

〇調べてきたことをふり返る。

C：畑がたくさんあって，自然をたくさん見つけ

ることができたよ。

C：商店街にニンジンのことが書いてあるポスタ

ーがあったからニンジンが有名なことがわか

ったよ。

〇調べてきたことをもとに，キャラクターを作る。

C：ニンジンが有名だから，ニンジンのキャラク

ターにしよう。

C：自然が多いことがわかるようにしよう。

〇キャラクターにキャプションを付ける。どのよ

うな特徴を表したキャラクターなのかを必ず書

かせるようにする。

〇友達と自分が作ったキャラクターを紹介しあう。

C：市の木を入れているのはいいアイデアだね。

C：キャラクターを友達と合体できそうだね。

ここでは，一人一つ作る活動を想定していますが，

クラス全体で一つのキャラクターを作るという活動も

可能です。

すでに自分のまちにキャラクターがいる場合も，こ

のキャラクターはこの町のこの部分を表しているね，

などと特徴を伝えることで，キャラクターがその土地

のものを表していることに気付かせるようにします。

2　4年生　都道府県を調べよう

前述した3年生「わたしたちのまち」と同じよう

に私たちが住んでいる都道府県のキャラクターを作る

活動を行います。時間に余裕があれば，興味のある都

キャラクター，作る！読み取る！ 

追加する！そして生かす！

ニンジンが有名なの
で，ニンジンのキャ
ラクターにしまし
た。頭にあるのは市
の木で，市役所前の
並木を表しています。

13

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
巻

その3

学
習
展
開
の
巻

その4

その2
教材の巻

教
材
の
巻

その2

地
図
・
地
球
儀
の
巻

その1

道府県について調べ，特徴を生かしたキャラクターを

作るようにすると，47 都道府県の名称や位置を覚え

やすくなるのではないかと考えました。

また，都道府県のキャラクターを調べ，なぜこのよ

うな特徴のキャラクターが作られたのかを考える活動

も考えられます。単元の最初の段階で行います。

【実践例】

めあて　わたしたちの県のキャラクターは，どの

ような特徴があるのだろう。

〇自分が住む都道府県のキャラクターをインター

ネットで調べる。

C：このキャラクターは駅のポスターで見たこと

があるな。

C：お祭りにきていたときに見かけたな。

〇自分が住む都道府県のキャラクターが都道府県

のどのような特徴があるのかを調べる。

C：県の鳥を表しているよ。

C：県の有名な食べ物も表しているように見える

ね。

〇調べたことをまとめ，それ以外にも都道府県の

特徴があるか予想する。

C：県の有名なものがすぐに伝わるように，この

キャラクターが作られたんだね。

C：県の中には，有名なものがもっとあるんじゃ

ないかな。

このように，都道府県のキャラクターで自分が住む

場所について，少しでも興味・関心がもてるようにし

ていきます。

3　5年生　特色ある土地のくらし（暖かい・寒い・低い・高い土地）
今までの学習を生かして，現在すでにあるキャラク

ターのほかに，その土地の特色を生かしたキャラクタ

ーを新たに考えることで，その土地のPRをできるよ

うにします。単元のまとめの段階で行うことを想定し

ています。

【実践例】

めあて　今いるキャラクターの友達や家族を作っ

て，よりその土地のよいところが伝わる

ようにPRをしよう。

〇今まで学習したことをふり返る。

C：暖かい土地の気候を生かして，住むところを

工夫していたな。

C：農作物も暖かい気候を生かして作られていた

よ。

〇実際にいるキャラクターについて調べる。

C：県の鳥をキャラクターにしているね。

〇その土地のことがよりわかるような別のキャラ

クターを作る。

C：農作物について伝わるようにしてみよう。

C：家の工夫も伝わるようにしたいな。

〇クラス全体で共有し，クラスで組み合わせを考

える。

C：この組み合わせだと，暖かい土地の工夫が伝

わるのではないかな。

作ったキャラクターにはキャプションを付けて，ど

んな意図があるかも説明させます。調べた土地のより

よいPRとなるようにクラス全体で考えていく活動も

考えられます。

3～ 5年生までのアイデアでしたが，6年生では

例えば政治単元の社会参画で選挙のキャラクターを作

り，そのキャラクターを生かす方法はないか考える活

動ができるかと思います。

台風がよく来る地域なので，台風
が来そうになったらみんなに知ら
せるキャラクターです。
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東京学芸大学附属竹早小学校　恒川　徹

1　追究が始まるとき

街角でふと見かけて気になったものを，後になって

調べてみたらとても面白い事実が浮かび上がってきた，

という経験はあるでしょうか。「もの」の背後に広が

る意外な事実やそのつながりがわかってくると，ます

ます調べてみたくなります。そして，町を見る目が変

わってきます。まさに，これが社会科の醍醐味です。

児童が，「不思議だな」「面白そう」と感じる実物や

写真を教室に持ち込むだけで，児童は動き出します。

児童の好奇心は，学びの原点と言えるでしょう。

特に，導入の場合は，実物や写真はできるだけシン

プルなものがよいでしょう。

この流れが生じたら，導入は大成功です。

2　牛乳1本から始まる商店の学習

商店は，実に様々な工夫を凝らして品物を販売して

います。しかし，例えば「お店の工夫を見つけよう」

というように漠然とした問いかけをすると，子どもた

ちは確かに楽しそうに調べることも多いのですが，表

面的な調べ学習になることが多いと思います。「工夫」

という価値への気付きを表す言葉は，やはり児童の口

から飛び出すのを待ちたいものです。

夢中になって調べ，話し合っているうちに，誰かが

思わず「そうか，こんな工夫をしていたんだ！」と声

を上げる。これこそが，学びが深まる瞬間です。

スーパーマーケットの学習を例に考えてみましょう。

まず，1本のパック牛乳を黙って提示します。この

牛乳については，近くのコンビニエンスストアにも売

っている銘柄を選ぶと後々の展開に生きてきます。

児童らは口々に問いかけてきます。

「それどこで買ったのですか？」「値段は？」「家で

買っているのと同じだ」「家は〇〇牛乳だよ。だって

安いもん」「〇〇牛乳は高いけどおいしいって，お母

さんが言っていた」「賞味期限を見せて！」「消費期限

じゃないの？」…。児童らの言葉の端々には，単元の

内容につながるキーワードが散りばめられています。

このような児童らのやり取りを板書して整理すること

によって，主に消費者目線の商品に対する多様な視点

が浮かび上がります。

このときの「児童を動かす問い」として，次のよう

なことが考えられます。

・家で買っている牛乳との違いは何か？

・家の人がどんな理由で牛乳を選んでいるか？

・賞味期限と消費期限の違いは？

3　販売者の立場へ

消費者目線から販売者目線へと，徐々に転換してい

きましょう。

スーパーマーケットの牛乳売り場の棚全体を大きく

した写真を提示します。子どもたちはつぶやき始め，

やがて対話が生まれます。つぶやきは対話の種です。

心を開いて耳を澄ましたいものです。「こんなにたく

実
物
や
写
真
を
、
説
明
な
し
で
提

示
す
る
。 

児
童
ら
が
思
わ
ず
問
い
か
け
て
く

る
。

答
え
は
教
え
ず
に
、
問
い
か
け

を
全
体
に
投
げ
返
す
。 

児
童
ら
が
調
べ
た
く
な
る
。 

牛乳 1本から町
の商店が見えてく

る

～商店の学習の進
め方～
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さんの種類があるんだ」「人それぞれ好みがあるから

ね」「そんなに味が違うのかな」…。

頃合いを見計らって発問します。

「この中で，一番売れている牛乳はどれでしょう？」

「売れ行き」という直接は「見えないこと」を，写

真の中に「見えること」を手掛かりにして考える楽し

さ，これはまさに推理の魅力です。

「目の高さのところには人気の商品を置くと聞いた

ことがある」「一番たくさん置いてある〇〇牛乳じゃ

ないかな」「売れ残っているからたくさんあるのだと

思うよ」「売れ残って消費期限が過ぎたら捨てられて

しまうんだよ」「だから消費期限が近づいたら，割引

のシールを貼るんだよ」「シールを貼るタイミングは

いつかな？」…。話し合っているうちに，早く店の人

に聞いてみたい，という気持ちが高まっていきます。

4　見学活動における主体的な学び

この勢いを大切にして見学に出かけます。店の人か

らの説明で，「なるほど」と納得し満足しかけたとこ

ろで，「他の商品の場合はどうでしょう」と投げかけ

ます。児童らからそのような声が上がることも十分に

あり得ます。さらに，牛乳で学んだ見方で他の商品を

見ることによって，共通点やそれぞれの商品に特有な

事柄などを発見していきます。こうして，店全体を貫

く販売者の思いに気付いていきます。「工夫」という

言葉をこちらから与えなくても，子どもが自ら「工

夫」を発見し，自身の見方・考え方の深化につなげて

いくのです。

5　コンビニエンスストアと	 	
比較してみよう

対比は学びの原点と言えます。スーパーマーケット

とコンビニエンスストアの比較によって，さらに深い

学びへと誘います。ただし，店そのものを比較しては，

わかりやす過ぎてあまり面白くありません。ここでも

牛乳の登場です。

黙って同じ銘柄のパック牛乳を 2本並べます。1

本は見学に行ったスーパーマーケットで買ったもの，

もう一方はコンビニエンスストアで買ったものです。

全く同じものが並んでいるので，児童らは怪訝な表情

をします。それでも「消費期限が違うのかな？」など

と，これまでの学習を生かして考えようとします。

そこで，それぞれの値段を発表します。「こちらは

スーパーで買いました。217 円です。こちらはコンビ

ニで買いました。254 円です」。

児童らは驚きの声を上げます。「どうしてそんなに

違うの？」「スーパーでは1円でも安くしようと努力

していたでしょう。コンビニのほうはこんなに高いん

だから，売れないと思うよ」…。

一方，こんな意見も出てきます。「牛乳1本だけ買

うんだったら，わざわざスーパーに行かずに，高くて

もコンビニで買ってしまうと思う」「スーパーの駐車

場は広すぎて，車を出し入れするのに時間がかかるか

ら，すぐに買えるコンビニのほうがいい」「コンビニ

は 24 時間営業だから，スーパーが閉まっていても買

えるよね」…。スーパーマーケットで知った「よさ」

が必ずしも絶対ではないことがわかり，揺れ動きます。

最近では，スーパーマーケットとコンビニエンスス

トアの間を取ったような業態の商店も登場し，店舗数

を伸ばしています。消費者のニーズに合わせた多様化

の進展は，常に変化し続けることを求めます。激しい

社会の変化に柔軟に対応して生き抜いていくことの大

切さを，児童らも目の当たりにすることになります。

生産地の様子や商店とのつながり，酪農を巡る諸問

題，パッケージのデザインに込められた思い…。1本

の牛乳は，まだまだ語りかけてきます。
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世田谷区立烏山北小学校　渡辺　大介

本実践は4年の東京都内の特色ある地域「新宿（地

場産業が盛んな地域）」と「小笠原村（自然環境の保

護・活用）」の学習後に行いました。実践を行うにあ

たり，意識したことや工夫したことを紹介します。

1　単元の見通しをもたせる

「特色ある地域の様子」を始めるにあたりオリエン

テーションを行い，写真と地図を照らし合わせながら

東京都内を俯瞰し，どのような地域があるのかを確認

しました。その際，「この単元では，それぞれの地域

がどのようにまちづくりを行っているかを学んでい

く」ということもおさえ，大単元全体の学習の見通し

がもてるようにしました。地図と一緒に提示した写真

は，副読本や各市区町村，観光協会のホームページな

どを参考にして地域の特徴やまちづくりの様子がつか

みやすいものを選びました。

このオリエンテーションは，提示した写真のみを見

て児童が都内のどの地域なのか予想する，という活動

でしたので，児童らにとって「八王子市は国際交流が

盛んである」という事実が捉えづらかったと思います。

そこで，八王子市の写真だけでなく都内各市区町村別

の外国人人口も提示した上で「八王子市は，都内でも

外国人人口が多い」といった事実をつかませ，八王子

市のまちづくりを学習する必然性をもたせる工夫も必

要かと思います。

＊八王子市の外国人人口は，13,210 人（令和 2 年�

�1 月 1日）で 23 区を除いた市町村の中では1位。

� 『東京都の統計／外国人人口』参照

2　課題を把握する段階

ここからは，学習過程に沿って工夫した点を紹介し

ます。（単元計画は右ページに載せてあります。）

第1時では，児童が住む世田谷区と八王子市の位

置関係や，八王子市の外国人人口，八王子市と友好交

流都市の関係を結んでいる都市を白地図や統計資料な

どを用いて調べました。その後調べていきたいことや

疑問をまとめ，学習問題を設定しました。オリエンテ

ーションで見通しを立てるとともに，「地場産業がさ

かんな新宿区」と「自然環境を保護・活用している小

笠原村」の学習と同じ流れで第1時の授業を展開し

たため，スムーズに学習問題を設定することができま

した。

第2時では，国際交流を行っている写真を提示し

ながらどのように交流をしているのか予想を立てまし

た。児童から出た予想を教師が分類して「教育，文化，

スポーツの三つの側面で交流していそうだ」というこ

とをおさえ学習計画を立てました。

また，児童から「新宿区や小笠原村と同じように，

八王子市でもボランティアの人たちが何か関わってい

るのではないか」という疑問も挙がったので国際交流

の内容だけでなく，市や関係諸機関の取り組みも調べ

ることにしました。

3　課題を追究する段階

課題を解決するために調べたことは大きく分けて，

①教育・文化・スポーツにおける国際交流の内容

②八王子市や関係諸機関の取り組み

の二つです。

①では，国際交流は双方向で行われていることを児

童に捉えさせたかったので，調べる際に使う資料をA

（八王子市から外国）とB（外国から八王子市）の2

種類に分けて用意する工夫をしました。児童は，3時

「学びの足あと」
で学習をふり返ろ

う！

～国際交流がさか
んな東京都八王子

市の学習を通して
～
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間全て同じ形式の資料を用いて調べていく中で，「ど

の分野においても，お互いに行き来して交流すること

で仲を深めている。」ということを理解することがで

きました。

また，①②に共通して「疑問を解決するために必要

な資料を自分で選ぶ」「一人で調べるか，友達と話し

合いながら調べるかを自分で選ぶ」など学び方を児童

らにある程度委ねるという工夫もしました。

4　課題を解決する段階

調べてわかったことや毎時間の自分の学び方を「学

びの足あと」というワークシー

トにまとめる工夫をしました。

児童にとっては，「学びの足

あと」1枚を見るだけで知識の

積み重ねや自身の学び方の変化

など，学習過程や成長を客観的

に捉えることができるメリット

がありました。

学習を重ねるごとに自分の学

び方について客観的にふり返る

ことができる児童が増え，社会

科だけでなく他の教科において

も主体的に学ぶ姿を見ることができました。

教師側にとっても児童の到達度や考え方，学び方の

変遷がわかりやすく，指導や評価に生かしやすいとい

うメリットがありました。

5　本実践の課題

本実践を終えて，児童の視野を各事例地のみでなく，

東京都全体に広げていく工夫が必要だと感じました。

例えば，大単元のまとめの時間を設け，既習事項をも

とに「東京都自慢」を書くといった活動を行うことも

考えられます。
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足立区立足立小学校　小林　真理子

QRコードを使うと，児童がたどり着きたい情報に

すぐに導くことができます。最近では，アンケートを

QR コードから行うことが多くなりました。それだけ

ではなく，教師が作成した教材を QR コードで示す

こともできます。また，考えやテーマごとにQRコ

ードを作成し，対話に導くこともできます。QRコー

ドを活用した学習方法として，教師の問いと児童の問

いを中心にした授業展開を以下に示していきます。

１　５年「日本の地形の特色」授業展開

Ｃ：児童の反応� Ｔ：教師の問い

QRコードを活用
した学習方法

～自ら選択する活
動を設定し，主体

的に取り組める
ICT 活用～

C：どこだろう。え？
上位３都市が日本な
の！（QR コードで世
界で最も雪の多い主要
都市トップ 10 を確認）

T：世界で最も雪の多
い主要都市トップ 10 を
調べてみよう。どこが
一番だと思うかな。＊①

T：では，今度は，20，
21 ページの日本地図の
中から，二つの山脈を
詳しく見て，その山脈
の中から特徴的な山の
情報もQRコードから
探そう。＊②

T：では，日本の川は
どうかな。QR コード
「日本の川�-�国土交通
省水管理・国土保全局」
から読み取ろう。＊③

T：川はみんなの住ん
でいる近くにあるかな。
（見方：位置や空間的な
広がり）

C：おじいちゃんの家
の近くに最上川がある。
大雨で氾濫したことが
ある川も載っている。

C：飛驒山脈って，こ
んなにいくつもの高い
山があるんだ。標高が
2800m 以上の山がたく
さんある。一つの山脈
にこんなに山があるん
だ。

C：私が住んでいる関
東平野の利根川もある。
広い川や長い川など特
徴がある。

C：100 名山となってい
るよ。日本には，さら
に山があるんだ。

T：山地や平地と呼ば
れる地形もある。教科
書の 21 ページで確認で
きるね。

T：教科書の 21 ページ
を見ながら，日本の地
形の特徴を白地図にう
つしてみよう。
うつしたら，スプレッ
ドシートに気付いたこ
とや疑問を書き込もう。
＊④

T：みんなの疑問や調
べたいことも出てきた
ね。調べてみて，日本
の地形の特徴をまとめ
るとどうなるかな。ノ
ートにまとめよう。

C：日本は，山や川が
多いんだね。

C：教科書 20，21 ペー
ジを見ると，山や川だ
けではないよ。山地や
平野と書いてあるとこ
ろも多い。地図帳も見
るとよくわかるよ。

C：日本の真ん中は，
山脈や山地が多い。

C：赤い山
は何だろう。
火山って書
いてある。

C：山から
海に向かっ
て川が流れ
ている。

C：日本には，火山があるんだ。噴火するのかな。

C：関東平野は広いな。
山の多いところと私た
ちのくらしているとこ
ろ（東京）とは違って
いそう。

ここで，児童対教師だけでなく，
児童どうしの対話の時間をもつと，
気付きや，疑問，調べたいことに

広がりが生まれます。
（主体的・対話的な学び）
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２　インターネットサイトへQRコードから導く
前述の５年生の「日本の地形の特色」では，日本の

山や川のインターネットサイトのリンクをQRコー

ドにして調べ学習で活用する方法を提示しました。

インターネットサイト上のものは，QRコードにす

ぐに変換できます。サイト上で右クリック，または，

サイトのアドレス表示の右側のQRコードの作成ボタ

ンをクリックします。

日本の地形の特色に気付かせるために，世界で最も

雪の多い主要都市トップ 10（＊①）や，特徴的な山

の情報（＊②）や「日本の川 -国土交通省水管理・国

土保全局」から川について（＊③），QRコードから

サイトにアクセスさせ，主体的に調べたいことを選択

できるようにします。ダウンロードしたQRコードは，

ワークシートや地図上に貼り付けると便利です。

QRコードは，個の支援が少なく，時短で便利！

サイトのアドレスを入力するのは，児童にとって時

間もかかり，全員がそのサイトに到達するには支援も

必要ですが，QRコードにしておくとすぐにアクセス

でき，個の支援も少なくてすみます。

参考：

＊②日本百名山 .net� |�日本百名山を図鑑形式で
一覧にして紹介！�（xn--eqr28qn6hnjbk15b.
net）

＊③日本の川�-�国土交通省水管理・国土保全局�
（mlit.go.jp）

３　互いの考えやアンケートなどをテーマごとにQRコードで示す
Google のスプレッドシートなどでは，自分の考え

や調べたいことを書き込み，共有することができます。

テーマに沿ったスプレッドシートを作成し，QRコー

ドにしておくと，自分で選択したテーマに意見を書き

込む（＊④）ことができます。他の児童がどのような

考えか，違うスプレッドシートを見にいき，確認する

ことも可能となり，より深い学びにつながります。

テーマにすぐに到達できるので，対話の時間が長く

とれます。

４　教師の作った資料をQRコードにして活用
例えば，５年生の「わたしたちの食生活を支える食

料生産」では，日本の農業と水産業に目を向けるため

に，先生の一週間の食卓の教材を作ります。夕食を意

図的に米と魚介類に目がいくように作成したものを

QRコード付き写真資料で提示します。

１．Word や Excel，

PowerPoint などで

作成したファイルをPDFで保存。

２．OneDrive や Google�

Drive などに置き，

共有→URL取得

３．URLをQRコードに変換する→これだけ！

これにより，「先生の夕食！？」と教師の作成資料に，

児童の興味・関心が高まり，意欲的に取り組めます。

QRコードは，どの資料にも素早く導くことができ，

先生方が作成した資料を工夫して提示することで，学

習の幅が広がります。ここでの方法は一例です。

GoogleChromeの場合，ここにQRコード作成タブが出る

QRコードを選択し，作成。ワードなどに保存

Drive に 置き，
URLを取得。

PDF形式で
保存。

Edgeの場合　アドレスの右にQRコード作成ボタン

右クリックでも
QR コードが作
成できる

Nov 29
長方形

Nov 29
長方形

https://xn--eqr28qn6hnjbk15b.net/
https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten/nihon_kawa/index.html
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豊島区立目白小学校　生沼　夏郎

教科書には授業で使える資料が多数掲載されていま

す。それに加えて「今」だからこその教材を使用する

ことで，児童が疑問をもったり，学習内容への関心を

高めたりすることができます。その教材探しに有効な

のがSNSの活用です。普段から何気なく集まってく

る情報の中に，教材となりそうな情報がたくさんあり

ます。SNSを活用した教材探しのアイデアをいくつ

かご紹介します。

1　5年「これからの食料生産」の	 教材づくり
5年「これからの食料生産」では，「これからの食

料生産の発展」について考えます。教科書では食料自

給率を上げるための取り組みなどが紹介されています

が，実際に食料自給率を上げていくことは簡単ではな

く，「発展」を考えていくことは非常に難しいです。

実際の児童の反応は，「国産のものを食べるようにす

る」というような内容が多くなるのではないでしょう

か。そのため，日本の食料品の輸出拡大の取り組みを

取り上げることで，未来への希望をもって考えられる

ようにしました。

これは，農林水産省の Facebook ページに掲載さ

れていた記事です。日本の食文化を支えるお茶の輸出

が増えていることがわかります。

単元の導入で提示して児童が話し合うことで，「他

にも輸出が増えている品目はあるのかな」や「輸出全

体はどうなっているのだろう」などの疑問が生まれ，

食料の輸出入についての追究を見通すことにつながっ

ていきます。

授業をする先生も，SNS の情報が教材づくりの

入り口になって，教材収集を進めていくことにつなげ

ていくことができます。実際に農林水産省のSNSペ

ージを見てみると，ホームーページで検索する以上に，

写真や資料が端的に表されて

いて，幅広い情報に手軽に触

れることができます。

他にも国産米やかんきつ類

など，たくさんの種類の日本

を代表する農産物について，

輸出拡大に向けた取り組みが

紹介されています。食料生産

の単元で扱った事例と関連付

教材研究のアイデ
ア

～SNSを活用し
た情報収集と資料

作成～
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けて教材化すれば，児童はさらに意欲的に学習を進め，

これからの食料生産の発展について，既習事項を生か

しながら具体的に考えることができます。

もちろん，5年の食料生産では，米の生産，水産業

の教材づくりの中でも，関係省庁のSNSページから

情報を収集することで，タイムリーな情報や最新の情

報に触れることができます。

2　3・4年での教材探し

3・4年では，教科書の資料だけでなく，地域の様

子について情報を集めて教材づくりをすることが多く

あると思います。そこでも地域や観光協会の SN�

Sから情報を収集することが有効です。

市区町村の様子や都道府県の様子の学習では，行政

の公式アカウントや，観光協会のアカウントの情報が

活用できます。

東京都の多摩地域と島しょ地域では多様な自然が見

られます。Instagram「tamashima.tokyo.jp」のア

カウントにはその姿がたくさんアップされていて，都

市部のビルやマンションが建ち並ぶ地域のイメージを

もつ児童にとっては，かなり意外なものとして映りま

す。緑の豊かさ，海の青さを見ることで，自分たちの

知っている東京都の姿と異なることから，東京都の地

理的環境についての問いにつながっていきます。

行政の公式アカウントでは，地域の様子とともに，

行政による住民サービスの内容や，防災についての情

報がアップされている場合があります。これらの情報

を生かすことで，1年間の学習を見通して，有効な教

材を作成することができます。

警察や消防の学習でも，公式アカウントの情報が有

効です。安全を守るために普段から行っている訓練の

様子が YouTube で見られることもあります。見学

が難しい場合でも，バーチャル見学の資料として活用

できます。また，住民への防火や災害への備えの呼び

かけをする手段として活用されていることは，この発

信自体が防災の取り組みとしての資料になります。

3　5・6年での教材探し

5 年では我が国の国土について学習するため，

Twitter で「国土地理院」や「気象庁防災情報」など

のアカウントが発信している情報が有効です。これま

でに我が国で起きてきた過去の災害について知ること

ができます。

また，上の写真のように「地理教育支援」のページ

もあり，地図教材づくりにも役立ちます。

前述した食料生産やその発展を考える際の資料以外

にも，様々な教材につながる内容があります。農林水

産省の取り組みでは，新型コロナウイルス感染症の感

染拡大に伴う給食の停止によって，消費が一段と減っ

てしまった乳製品を生産する酪農家を守るためのキャ

ンペーンについて発信されていました。これは第6

学年の「我が国の政治の働き」で，国が様々な立場の

国民の生活を守る工夫をしていることとして教材化す

ることが考えられます。

日頃から社会科の授業づくりにつながる情報を収集

して，児童の追究意欲を高める教材づくりにつなげて

みませんか。
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葛飾区小学校　教諭

GIGA スクール構想により各学校に一人1台端末

（タブレット）が整備されました。そこで，3年生

「店で働く人びとの仕事」を例として，3年生でもで

きるタブレットの活用アイデアを紹介します。

「店で働く人々の仕事」学習展開例

1　導入①「買い物地図を作ろう！」

この単元の導入では，家の人がよく行く店や，よく

買う品物を調べることが多いと思います。1週間くら

い買い物調べをした後，買い物調べの結果を発表し，

地図やグラフにまとめていきます。これまで店がある

場所を地図にまとめるときは，教師が校区の拡大地図

を用意し，そこに店名を書き込んだり写真やシールを

貼ったりしてきましたが，下記のように設定しておけ

ば，タブレットで店の写真を撮影すると自動的に地図

上に写真を表示することができます。

（※1）事前に「カメラ」アプリでの位置情報の利

用を許可しておく必要があります。市区町村や学校ご

との利用ルールを事前にご確認ください。

このように地図上の正確な位置に店の写真を表示す

ることにより，児童は自分たちが住む地域にはたくさ

んの店があることを捉えることができます。また，店

の立地条件（駅からの距離はどうか，大きな道路に面

しているかなど）と店の種類（スーパーマーケット，

コンビニエンスストア，個人商店など）の関連に着目

し，空間的な見方・考え方を働かせて家の人の買い物

の特徴を考えることができます。

2　導入②「買い物調べの結果をまとめよう！」
買い物調べの結果をまとめるときは，教師が模造紙

に表を書いたものを用意したり種類ごとに色分けした

シールを用意したりと，事前の準備が必要でした。し

かしタブレットを活用すれば，その必要はありません。

各自治体によって使われている端末は異なりますが，

「Google フォーム」のようなアンケート機能を使え

ば，買い物調べの結果をすぐにグラフ化することがで

きます。

このようにタブレットを活用すると，時間をかけず

に買い物調べの結果をグラフに整理することができま

す。作成したグラフを一人ひとりのタブレットに配付

することによって，グラフを読み取る活動や気付いた

ことを話し合う時間を十分に確保することができます。

そして，前時に作成した「買い物地図」と結び付けな

がら，買い物調べの結果からわかったことをもとに，

利用者が多い店に着目してその理由を考えさせていき

ます。「たくさん店があるのに，なぜスーパーマーケ

ットに行く人が多いのだろう」という問題意識をもた

せ，「スーパーマーケットはどんな工夫をしているの

だろう」という学習問題につなげていきます。

なお，買い物調べを行う際は，個人情報や地域のお

導入 調べ活動 まとめ

買い物の様子を
捉える①② 見学・調査③ 販売の仕事の

工夫をまとめる

活用例：「導入」①買い物地図作り　②買い物調べ
活用例：「調べ活動」③店内図の読み取り

操作方法（iPad の場合）

①位置情報をON（※1）にし，タブレットで店

の外観を撮影する（人物の写り込みに注意！）

②写真アプリにアルバムを作成し，撮影した写真

をアルバムに入れる

③写真アプリ→反映したいアルバム→マップ表示

一人1台端末（タ
ブレット）を活用し

た学習活動

～3年「店で働
く人びとの仕事」

を例として～
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店の方々に配慮し，よく利用するお店や買った品物の

種類などのおよその買い物の傾向がわかる統計資料と

して活用してください。また，紙の地図や地図帳を活

用して，地図の約束や地図帳の使い方などの知識・技

能を育てていくことも大切です。地図帳に慣れ親しむ

機会も意図的に設けるようにしてください。

3　調べ活動③「店内図を読み取ろう！」

学習問題を設定した後，スーパーマーケットの工夫

について予想する学習活動では，教科書に掲載されて

いる店内図のイラストを使うと効果的です。これまで

の学習では，教師は店内図を事前に印刷しておき，児

童は配付された店内図をノートに貼って，気付いたこ

とや予想したことを書き込むことが多かったと思いま

す。これもタブレッ

トの活用が効果的で

す。デジタル教科書

や日本文教出版のサ

イトに掲載されてい

る QR コードを活

用し，店内図の資料

を「Google スライ

ド」や「jamboard」

などを使って児童に

配付します。デジタ

ル資料は，詳しく見

たいところを拡大することができるので，人の動きや

服装，品物の並べ方，通路の様子など，細かいところ

にも着目しやすくなります。店の様子を読み取った後，

気付いたことや予想をタブレット上に書き込んでいき

ます。

この学習活動は個人でもできますが，タブレットを

使うと共同編集が可能となるので，グループで取り組

むこともできます。また，友達が書き込んだものを見

ることも可能なので，自分一人では見つけられなかっ

たことに気付いたり，自分の予想とは異なる考えに触

れたりすることができます。タブレット上でも自分の

考えを広げ深めることができるため，積極的に活用す

ることで教師も児童も学びの可能性が広がっていくと

思います。

お店の人は、
白いマスク
やぼうしを
身に付けて
いる いろいろな

しゅるいの
パンがある

お客さんが、
すきなパン
をえらべる
ように

商品の場所
が、すぐに
わかるよう
に

大きなかん
ばんがある

せいけ
つにす
るため

家の人たちが買い物に行った店
調べた日　9月 14日（月）～ 20（日）

□　スーパーマーケットA
□　スーパーマーケット B
□　スーパーマーケットC
□　ドラッグストア
□　コンビニエンスストアA
□　コンビニエンスストア B
□　パン屋さん
□　肉屋さん
□　インターネット
□　その他の店

アンケート例

タブレットの例

スーパーマーケットの�
店内図

0 5 10 15 20

スーパーマーケットA

スーパーマーケット B

スーパーマーケットC

ドラッグストア

コンビニエンスストアA

コンビニエンスストア B

パン屋さん

肉屋さん

インターネット

その他の店

26件の回答

18（69.2%）

7（26.9%）

3（11.5%）

5（19.2%）

5（19.2%）

3（11.5%）

3（11.5%）

4（15.4%）

4（15.4%）

6（23.1%）

アンケート結果の例
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葛飾区小学校　教諭

1　写真資料のよさ

社会科の学習では，「資料が命」と言っても過言で

はないくらい，資料選びが重要です。社会科の資料に

は，実物，映像，写真，絵図，統計，文書など様々な

ものがあります。その中でも写真は，景観や歴史的な

出来事，人びとの暮らしの様子を捉えるときに，非常

に効果的な資料です。しかし，昔（明治・大正・昭和

初期）に撮影された白黒写真は，何が写っているのか

わかりにくく，細部に目を向けることが難しいことが

あります。また児童にとって，白黒写真＝かなり昔と

いうイメージがあるため，自分とのつながりを感じに

くく，心理的な距離を縮めることが難しいという課題

があります。そこで，このような課題を解決するため

に，白黒写真をカラー化して活用するアイデアを紹介

したいと思います。

2　白黒写真をカラー化するには

近年，AI を活用して，白黒フィルム映像や白黒写

真をカラー化したものがテレビや書籍等で取り上げら

れることが多くなりました。最近では，パソコンやス

マートフォン上から，AI を使って白黒写真を一瞬で

鮮やかなカラー写真にしてくれるウェブツールが続々

登場しており，誰でも手軽に白黒写真をカラー化でき

ます。操作方法は，カラー化したい白黒写真を選んで

着色等のボタンを押すだけです。パソコン等で検索す

ると，無料で利用できるツールがたくさん見つかりま

すので，安全性や注意事項を確認の上，活用してみて

ください。なお，カラー化した写真を授業で提示する

際は，本当の色ではなく，AI が着色したものである

ことを児童と確認する必要があります。

3　3年「市の様子の移り変わり」

この単元では，交通や公共施設，土地利用や人口，

生活の道具などの市の様子の変化やそれらに伴う人々

の生活の変化について学習します。単元の導入では，

昔と今の違いを明確に捉えるために，駅周辺の様子な

ど新旧の景観写真（昔の写真＝白黒，今の写真＝カラ

ー）を比較し，気が付いたことを話し合う活動を行う

ことが多いと思います。そこで，昔の白黒写真をカラ

ー化して児童に提示します。

〈授業での活用法のアイデア〉
①昔の〇〇駅と周りの様子（白黒写真をカラー化した

もの）と今の〇〇駅と周りの様子（カラー写真）の2

枚の写真を比較する。

②気付いたことを話し合う。

（昔）駅のまわりに，田んぼが広がっているね。

（昔）道路沿いには家が多く，大きな木もある。

（昔）自転車にのっている人がいる。

（今）駅のまわりに，高い建物ができた。

（今）道路が広がり，バスや車が走っている。

このように，白黒写真をカラー化することで，駅周

辺の田畑の広がりや町並みの様子などが鮮明になり，

景観情報が読み取りやすくなります。また，人びとの

様子にも着目しやすくなり，自分たちが住む地域の昔

を身近に感じることができるようになります。「調べ

る段階」でも，教師のねらいや意図に合わせて，カラ

ー化した写真資料を活用すると効果的です。

4　4年「自然災害から人々を守る活動」

この単元では，過去に県内で発生した災害を取り上

げて，県庁や市役所などの関係機関が相互に連携した

白黒写真をカラー
化した写真資料の

活用

～昔と今の「つな
がり」を感じる社

会科学習～
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り地域の人々と協力したりして，自然災害から人々の

安全を守るために行っている活動について学習します。

自然災害が大きな被害を与えることや，災害への備え

や対処が必要であることを実感させるために，単元の

導入で，白黒写真をカラー化した写真資料を活用する

とよいと思います。日本文教出版の教科書では，東京

都で起こった災害の白黒写真が掲載されており，この

中でも，水害の白黒写真をカラー化すると，被害の大

きさや人々の生活への影響を捉えやすくなります。他

の地域で起こった自然災害でも，白黒写真をカラー化

することにより，自然災害や災害への備えに関心をも

たせることにつながります。

5　6年「アジア・太平洋に広がる戦争」

2020年に出版された『 A I とカラー化した写真でよ

みがえる戦前・戦争』（光文社新書）は，戦争をテー

マとした写真集として大きな反響を呼びました。この

本は，東京大学学生の庭田杏珠さんと東京大学大学院

教授の渡邉英徳先生が，戦前・戦後の白黒写真を A I

で自動カラー化したのち，写真提供者との対話や資料，

SNS で寄せられた考証を踏まえて色補正した写真を

収録したものです。また渡邉先生は，SNS でもカラ

ー化した写真を公開しています。

戦争単元においても，カラー化された写真資料を活

用することで，戦争があったことや人びとの暮らしの

様子について，実感を伴って捉えることができます。

〈授業での活用法のアイデア〉
【 ①原爆写真のカラー化 】次の写真は，広島に落

とされた原爆の様子です。QRコードを読み取ると，

カラー化された写真が表示されます。白黒写真とカラ

ー化された写真を比べると，空の青さとオレンジ色の

きのこ雲との対比から，それまでの戦争で使われた爆

弾の中で，最も強いものだったことを感じ取ることが

できます。また，きのこ雲の下では，熱線と爆風によ

り一瞬のうちに建

物が破壊され，多

くの人が亡くなり

ました。カラー化

された写真から，

人類がこれまでに

経験したことのな

い戦争の惨状が想

像できると思いま

す。

【 ②家族写真のカラー化 】次の写真は，1935年に

広島市で撮影された写真です。家族，親戚でお花見を

しています。カラ

ー化した写真から

は，みな楽しそう

であることが伝わ

ってきます。この

写真を撮影してか

ら10年後，広島に

投下された原爆で

生き残ったのは，

この中でたった一人でした。この事実から，被害の大

きさと，幸せな日常生活が一瞬で奪われたことが実感

できると思います。

6　写真をカラー化する「よさ」とは

3年，4年，6年の事例のように，カラー化された

写真を資料として活用することで，昔の出来事を「自

分ごと」として捉えることができます。また，写真資

料を見ながら撮影当時の様子や人々の思いについて児

童同士の「対話」も生まれ，社会的事象と児童との心

理的な距離も縮まることが期待できます。是非，ご活

用ください。

町中が水浸しになって
いるね。
道路が川のようになっ
ているね。

令和 2 年（2020 年）度版小学校社会科
教科書 4年 p.70 ③掲載

出典：『AI とカラー
化した写真でよみ
がえる戦前・戦争』

出典：『AI とカラー
化した写真でよみが
える戦前・戦争』

Nov 29
長方形

Nov 29
長方形

https://pbs.twimg.com/media/Ebq6vUvVAAEyOPL?format=jpg&name=small
https://pbs.twimg.com/media/DcbND0RU8AE5BL8?format=jpg&name=900x900
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成城学園初等学校　宮田　諭志

「教科書の〇ページに載っている資料を見てみると

わかりそう」「この資料からもわかりそうだよ」私た

ちが行う授業の中で，問題解決の過程で教科書を活用

する児童の姿はどれだけ見られるでしょうか。教師に

なりたてのころ，「教科書“を”学ぶのではなく，教

科書“で”学ぶ」という言葉を多くの先輩からいただ

いた覚えがあります。教科書を問題解決の過程で活用

する授業を目指すために，どのような教材研究をする

ことがよいのか，その一例を示します。

1　教科書からわかる「事実」の把握

5年生「低地に住む岐阜県海津市の人びとのくら

し」を事例に，教科書に示された資料と資料からわか

る「事実」を一覧に整理します。その際，教科書会社

から発行されている教師用指導書の朱書編や研究編を

活用すると，より詳細な情報を獲得することができま

す。教科書に示される「事実」は，「問い」に対する

予想を証明したり覆したりする根拠であり，同時に新

たな「問い」を見出す足場ともなります。これらの

「事実」に結び付く「問い」を書き出してみると，教

科書を活用することで解決することができる問題が見

えてきます。

2　「問い」を作る教材探し

では，どのような資料を提示することで，教科書を

活用して解決することのできる「問い」をもたせるこ

とができるのでしょうか。

この単元は，多くの場合児童の生活経験から遠い事

象を扱うことになります。よって，学習意欲を喚起す

るには，児童の経験や認識をくつがえすような“意外

性”のある導入資料が効果的です。

上のイラストは，NHK�for�School「輪中～低い土

地のくらし岐阜県海津市～」のワンシーンをもとにス

ケッチしたものです。まるでトラックが屋根の上を走

行しているかのように見えます。このイラストからは，

「家の向こう側はどうなっているのだろう」「橋になっ

ているんじゃないかな」「高速道路になっているのか

もしれないよ」等，疑問や予想が集まってくると思わ

れます。ここで小学社会（日本文教出版）5年 47 ペ

ージの資料③輪中の断面図（下図）を提示すると，ト

教科書を活用した
教材研究の秘訣！

～5年「低地に
住む岐阜県海津市

の人びとのくらし
」を例に～

堤
防（
道
路
）

堤
防（
道
路
）

家

田田
畑

水
路

家水
屋

揖斐川 長良川

ア イ

い び ながら

て
い
ぼ
う

令和 2年（2020 年）度版小学校社会科教科書 5年 p.47 ③掲載
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ラックは堤防の上を走っていたことがわかります。資

料からは家屋が川の水位よりも低い位置に建てられて

いること，つまりこの地域が海抜0メートルよりも

低い位置にあるという事実も見えてきます。「どんな

心配があるだろう」等の追発問をすることも，児童の

思考を促す手立てとなります。

近年，様々な自然災害が報道されているので，児童

らでも水害等はすぐに思い浮かぶはずです。目線を人

の暮らしに向けていくには，この地域で 33,173 人（令

和3年8月 1日現在計）の方が生活をしているとい

う事実や，堤防付近にある小学校の写真などを提示す

ることが効果的だと考えます。「この地域では実際に

水害が起きているのか」「何か家に工夫はあるのか」

「田畑では何がつくられているのか」等，現地の人々

の生活に関わるような疑問をしっかりとおさえてあげ

ることで，児童がすすんで教科書から事実を読み取る

姿が現れてくるでしょう。

3　教科書活用が資料活用能力を育む

社会科における資料活用について，学習指導要領解

説では「社会的事象等について調べまとめる技能」に

位置付けられています。具体的には，問題解決に必要

な社会的事象に関する情報を集める技能，収集した情

報を社会的な見方・考え方によって読み取る技能，読

み取った情報を問題解決に沿ってまとめる技能であり，

児童に身に付くようにくり返し指導することが大切と

なります。

教科書からわかる「事実」を把握しておくと，児童

にどんな「問い」を抱かせたいのか，その「問い」を

もたせるためにどんな導入資料があるとよいのかと，

ある種逆算的に授業のイメージが具体化されていくの

ではないでしょうか。児童の立場で考えてみると，教

科書を活用することで“わかる”経験を積むことがで

きます。すると，次第に教師から言い出さずとも，子

どもが自然と教科書を開いて「教科書の〇ページに資

料が載っているよ」という声が聞こえてくる授業が展

開されるようになっていきます。教科書に掲載されて

いる事例とそれに関係する資料は，多くの方々が協働

し長い時間をかけて作られてきたものばかり。使わな

い手はありません。まずは１単元，じっくりと教科書

を読んでみてはいかがでしょうか。

【参考・引用資料】
・輪中～低い土地のくらし岐阜県海津市～ |� �
NHK�for�School� �
（https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.
cgi?d�as_id=D0005310889_00000）

・授業のスキル2資料活用の指導｜学び！と社会｜まな
びと｜Webマガジン｜日本文教出版）

事実 問い
岐阜県海津市には揖斐川長良川に囲まれた土地が広がっている
田畑が多く、農業が盛んにおこなわれている
家は堤防に近いところに多い
０ｍよりも低い土地が半分ほどを占めている
堤防に囲まれている
排水機場という施設が設置されている
河川の水位よりも低いところに、家や田畑がある

資料④ 輪中は何百年もかけて、洪水からの被害を最小限にするために
堤防に工夫を重ねてきた
上流から流れてきた土や砂が積もってできた島のような土地を
「州（す）」と言う
州は、川よりも土地の高さが低いため、洪水が起こりやすい
およそ700年前に、人々が州の周りを堤防で囲い、州の中に田畑
を、家を堤防の内側の高いところに建てた。これを輪中とい
う。

資料①、② 1900年頃を境に、水害の回数が大きく減っている
治水工事の前と後では、被害が抑えられている。

服部さんの話 250年ほど前に薩摩藩の武士と地元の農民によって治水工事が行
われた
250年ほど前の治水工事後も、洪水は頻繁に起きている
1887年～1912年にかけて大規模な治水工事が行われた

資料③、④、⑤ 水屋は石垣の上に建てられている

水屋の中には、食料が備蓄されている
水屋の軒下には、避難用の船が設けられている

本文 水屋は水害の時の避難所としての役割がある
水屋の中には、こめ・みそ・衣類などの毎日のくらしに必要な
ものが保存されていた
それらは７．８人が1.2か月の間くらすことのできる量が準備さ
れていた

P46－47

P48-49

資料①、②、③

本文

輪中とは、どのようなところを言うのか
輪中は、どのようにしてできたのだろう

海津市はどのような地域なのだろう
海津市では、なぜ水害が多かったのだろう

海津市では水害が多いのではないか

水害を防ぐために、どんな取り組みをして
きたのだろう

水害が起きた時のために、どんな備えをし
ていたのだろう

「問い」⇒「事実」⇒「問い」の
サイクルをイメージ

子どもが「問い」⇒「事実」⇒「問い」のサイクルを主体的に進めていく
授業者は「問い」が生まれるきっかけづくりに尽力する

輪中～低い土地のくらし岐阜県海津市～ | NHK for School

© 2021 Satoshi Miyata
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板橋区立下赤塚小学校　桑島　孝博

5年生の食料生産の学習について多くの学校では，

「稲作」と「水産業」を取り上げます。この「稲作」

と「水産業」の学習には共通点が多いです。例えば，

様々な立場の人が協力している点や，自然環境を守っ

たり生かしたりしている点，食料生産に関わる課題な

どが共通しています。そこで，「水産業」の学習では

既習の「稲作」の学習を大いに生かして学習をすすめ

ることができます。

1　教師が既習を生かして小単元を	 	
デザインする

既習を生かした学びにするためには，教師が二つの

小単元の類似性を下記のように把握しておく必要があ

ります。

2　児童が既習を生かして学習計画を	 	
立てる

学習問題について予想し，学習計画を立てる場面で

は既習が大いに生かされます。学習問題「水産業がさ

かんな〇〇の人たちは，どのように水産物を確保し，

消費者に届けているのだろう」について児童が予想す

る場面の授業展開を以下に示していきます。

C：児童の反応� T：教師の問い

児童は，予想する場面で既習や自分の生活経験など

を自然に生かした発言をします。既習を生かして考え

ている児童に対して教師が意図的に「どうしてそう思

ったのですか？」と問い返したり，「前の学習を生か

して予想しているのですね」と価値付けたりすること

が大切です。授業に参加している他の児童も，既習を

生かして予想すればよいと気付くことができ，多様な

既習を生かした予想を出すことができます。

既習を生かした学
び～食料生産（稲作

と水産業）～

米作りのさかんな地域
学習問題（案）
・米作りがさかんな〇〇の人たちは，米作りをど
のように行いそのお米を消費者へ届けているの
だろう。

調べること
・米作りの仕方や工夫
・協力関係（農業試験場，農協など）
・輸送の工夫　・米作りの課題や新たな取り組み

水産業のさかんな地域
学習問題
・水産業がさかんな〇〇の人たちは，どのように
水産物を確保し，消費者に届けているのだろう。

調べること
・漁の仕方や漁の工夫
・協力関係（漁協や水産加工会社など）
・輸送の工夫　・水産業の課題や新たな取り組み

C：漁師だけでなく
協力している人がい
ると思います。

C：米作りを学習し
たときも農家に協力
している人がいたか
らです。

C：それなら，輸送
にも工夫があると思
う。
新しい取り組みもし
ていると思う。
機械を使っていると
思う。

T：学習問題につい
て予想しましょう。

T：どうしてそう思
ったのですか？

T：なるほど。前の
学習を生かして予想
しているのがいいで
すね。

T：それでは，みん
なの予想を整理して
学習計画を立てまし
ょう。
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3　既習を生かして多角的に考える

「稲作」と「水産業」の学習はどちらも社会的事象

の意味を多角的に考えることが大切です。

例えば，「稲作」では品種改良を行う目的について

学習します。その際，児童は「生産者はお米を育てや

すくなる。たくさんのお米を生産することができる。

消費者は農薬が使われる量が減って安心して食べるこ

とができる。農薬を使う量が減れば，自然環境にもよ

い」と社会的事象の意味を多角的・多面的に考えます。

生産者，消費者，自然環境によいから「三方よし」と

いった言葉にまとめておくことも有効です。

「水産業」の学習でも，漁法のよさを「生産者，消

費者の立場や自然環境の面」から多角的に考える場面

があります。板書を以下の写真のように稲作と水産業

の学習で同じように構成することで，水産業も稲作と

同様に「三方よし」になっていることに気付くことが

できます。

【稲作の学習の板書】

【水産業の学習の板書】

4　既習を生かした関係図づくり

「稲作」と「水産業」の学習はどちらも社会的事象

の相互関係を理解することが大切です。

例えば，学習問題に対する考えをまとめる場面では

どちらの学習も関係図にまとめることができます。学

習したことを関係図にまとめることで，様々な立場の

人がどのようにつながっているか捉えることができま

す。くり返し関係図を作成することで，児童も関係図

を作りやすくなります。また，この関係図をもとに学

習問題に対する自分の考えを友達と説明し合うことも

大切です。

【関係図を作成する手順の例】

１，どのような立場の人が関わっていたか書き出す。

２，関係のある立場の人どうしを線でつなぐ。

３，線はどのような意味があるか考え，自分の言葉で

コメントを入れる。

４，関係図をもとに，学習問題に対する考えを文章に

まとめたり，友達に説明したりする。

【稲作の学習の関係図】

【水産業の学習の関係図】
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文京区立昭和小学校　寺本　大一

単元「新しい日本，平和な日本へ」は，学習指導要

領に「日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦，日

本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開

催などを手掛かりに，戦後我が国は民主的な国家とし

て出発し，国民生活が向上し，国際社会の中で重要な

役割を果たしてきたことを理解すること」と示されて

います。つまり，戦後の日本の状況から社会的事象を

経て，国民生活が向上したこと，国際社会の中で重要

な役割を果たしていることを理解させたいです。そ�

こで，社会的事象を

経た日本の状況につ

いて思考を見える化

するポジショニング

マップを活用するこ

とで捉えられるよう

にします。

1　思考を見える化するポジショニングマップとは？
上記で示した「国民生活の向上」と「国際社会の中

で重要な役割を果たしてきた」を捉えられるように，

ポジショニングマップの縦軸に「国民生活の質の高

低」，横軸に「国際社会の役割の高低」を位置付け，

日本の状況を可視化できるようにしました。また，毎

時授業でポジションを可視化していくことで日本の状

況の変化を捉えられることができるでしょう。

2　ポジショニングマップの活用法

社会的事象を調べた後，各自が日本の状況はどの位

置にあるのかポジションを打ち，見える化します。ポ

ジションを打つことで，資料をもとに根拠を示しなが

ら，より自分の考えを広げたり深めたりすることがで

きます。例えば図1のように①戦後直後の日本の状

況を見える化し，その根拠を具体的資料や記述で明ら

かにしていきます。また，②日本国憲法制定時の日本，

③オリンピック開催時の日本，のように見える化する

ことで，日本の状

況の変化を捉える

ことにつなげられ

ます。

図 2 は， 各自

打ったポジション

を全体で共有した

ものです。ポジシ

ョニングマップを

拡大コピーし，各

自のポジションと

同じ場所に名前を

書いたシールを貼

ります。そうする

ことで，学級全員のポジションを見える化することが

でき，対話的活動を促し，より考えを広げたり深めた

りすることにつなげられます。

3　歴史学習を生かした発展的な学習	展開
「現在の日本のポジ

ションはどこになるの

だろう」や「未来の日

本のポジションはどこ

になるのだろう」など

の問いをもたせ，歴史学習を生かした発展的な学習を

取り扱うことも考えらます。その場合は，図3の①

のように，現在や未来のポジションを低い位置に設定

思考を見える化し
た学習展開

～ポジショニング
マップ・先行オー

ガナイザを活用し
て～

国民生活の質低い

国際社会
の役割
低い

①

国際社会
の役割
高い

国民生活の質高い

国民生活の質高い

国民生活の質低い

国際社会
の役割
低い

国際社会
の役割
高い

ポジショニングマップ

図 3

国民生活の質低い

①

③

国民生活の質高い

国際社会
の役割
低い

国際社会
の役割
高い②

図 1

国民生活の質高い

国民生活の質低い

国際社会
の役割
低い

国際社会
の役割
高い

図 2
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する児童も考えられ，議論が活性化するのではないで

しょうか。このように，思考を見える化することで，

学びを深めていきます。

単元「情報を活用して発展する産業」では，大量の

情報を活用することで過去から現在の産業の発展を捉

え，それに伴って，国民の生活が向上していることを

捉えることが学習指導要領に示されています。これら

のポイント

を捉えたも

のが，図4

のモデル図

です。

4　見えづらい情報の流れをシステム図で可視化
本小単元で扱う情報や情報の流れは，児童らにとっ

てとてもわかりづらいものです。また，情報が産業側

（生産者）と消費者側（わたしたち）とをどのよ

うにつないでいるのかも見えづらいし，わかり

づらいです。そのことから，児童らが見通しを

もって学習に取り組めるようにしたり，学ばせ

たい知識を整理したりできるような手だてが必

要です。そこで，児童らの学びの手助けとなる

ように先行オーガナイザの考えを活用します。先

行オーガナイザとは，学習内容の理解を促すた

めに，あらかじめ提供する枠組みのことを示し

ます。その枠組みを図5の情報システム図とし

て活用し学習することで，子どもの思考の手助

けができるのではないでしょうか。

5　情報システム図の活用例

情報システム図を活用することで，情報の種類，情

報の流れ，情報の活用などを捉えさせます。例えば，

コンビニでおにぎりとお茶を買います。その際，消費

者が購入した商品，商品の組み合わせ，日時，場所な

どの情報を店舗は得られます。それら各店舗で得た情

報を本部が集め，分析・情報活用することで新サービ

スや新たな商品開発に役立てて消費者に提供する，と

いう情報を活用したサイクルがあります。このような

情報の流れを，情報システム図をもとに考えていくこ

とで学習問題を立てたり予想を考えたりする際の手

助けになります。また，調べる場面において，資料を

もとに調べたことを図に表現していくことで，図6

のように「どのように情報を集めているのか」「どの

ように情報を活用しているのか」について見えづらい

情報を可視化することで気が付くことが出てきます。

6　消費者と産業側（生産者）の立場から多角的に考える
情報システム図を活用することで情報の流れが可

視化され，消費者と産業側の両方の立場の情報・つな

がりを明確にします。さらに，情報システム図をもと

に消費者と産業側の両方の立場から情報活用のメリ

ットについて考えます。産業側としては，消費者など

の情報を活用することで産業を発展し続けることがで

きます。消費者側としては，産業の発展に伴って消費

者の生活の利便性が向上していることを捉えられます。

 

消費者 

消費者 
コンビニ店舗 本部 

生産工場 

購⼊した商品 
⽇時・場所 

どんな⼈が買ったか 
⼈気商品 

購⼊した商品・⽇時・場所 
どんな⼈が買ったか・⼈気商品 
多くの店舗の情報から売れているもの 
売れていないもの・お客の情報 

ほしい、つくってもらいたい商品 
もっと〇〇してほしいという要望 
クレーム 

新たなサービス・キャンペーン 
新商品・他の店舗の情報 
要望やクレームからの改善点 
 

作った商品 

サービス・ポイント・
レシート・商品 
宣伝 

⼯場の状況 
⽣産している商品の情報 

お客の情報 
商品の情報 

宣伝・CM(新商品・新
サービスなどの) 

産業

情報の活用

産業の発展

過去 未来

向
上

２２ 本本小小単単元元ののポポイインントト

モデル図

図 4

図 6

 

消費者 

消費者 
コンビニ店舗 本部 

生産工場 図 5
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1　歴史を学ぶ意味について考える

学習指導要領社会編の第6学年の内容（2）の取り

扱いで，歴史学習を通して歴史を学ぶ意味を考えるよ

うにすることが示されています。これまでも社会科の

歴史学習の最後に，歴史を学ぶ意味について考える実

践がたくさん行われてきました。歴史学習が全て終わ

った後に，歴史を学んだ意味を考えることも有効です

が，政治先習を生かしたり，いくつかの人物が行った

ことやそれぞれの時代の文化を比較したりしながら，

歴史を学ぶ意味を考えることも可能だと考えます。

歴史学習の多くは政治に関係する内容です。そこで，

今の政治と学習した時代の政治を比較したり，いくつ

かの時代の政治を行った人物を比較したりする活動も

考えられます。このような活動を行うことで児童は，

歴史上の人物が行ったことには共通点があることに気

付くことができるでしょう。例えば共通点として「政

治を行った人は，税やきまりをつくった。外国と関わ

った」等と考えることでしょう。これらの共通点に気

付いた児童に教師がなぜ税やきまりをつくった人物や，

外国と関わった人物についてくり返し学習するのか問

い返すことで，児童は歴史を学ぶ意味を考えることが

できるのではないでしょうか。

私の学級の児童は，いくつかの時代の政治を行った

人物を比較する活動をくり返したことから，「これま

での外国との関係を学ぶことで，これから外国と仲良

くしていくことができる」や「現在は国民主権だ。こ

れまでのきまりや税を学ぶことで，自分たちがこれか

ら誰に政治を任せたらいいか考えることができる」な

どと記述していました。

2　先行オーガナイザの有効性について考える
　先行オーガナイザとは，アメリカの心理学者であ

るオーズベルによって提唱された教授法であり，学ば

せたい知識を整理したり対象付けたりする目的で，当

該知識に先立ち提供する枠組みのことです。例えば，

本の目次，プレゼンの前に配られるレジュメなども先

行オーガナイザの一つです。P30・31 で紹介した先行

オーガナイザは，図式的オーガナイザという種類で，

これから学習する内容の要素がどのように関連してい

るのか，シンプルに整理して視覚的に表したものです。

先行オーガナイザを活用するよさは，複雑で理解し

づらい学習内容でも，先に枠組みを

提示することで学習の理解度を効率

的に高めることができます。また，

汎用性も高いと考えます。例えば，

左図は，P31 と同じ小単元である

「情報を活用して発展する産業」の

運輸業における情報システム図です。

他にも先行オーガナイザの考え方を

応用していけば学習を有効に進める

ことができるでしょう。

学習展開プラス

集荷 集荷 配達
＜宅急便のしくみ＞

お客さんの自宅

コンビニ

発センター

発ベース

運行車

着ベース

着センター

届け先
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板橋区立下赤塚小学校　桑島　孝博�
文京区立昭和小学校　　寺本　大一
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